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News!

News!

クローズド・ループ・リサイクル構築へ

「仙台いちご」 沖縄県で初の本格販売

営農・技術センターで段ボール古紙の利活用実証

航空便で産地直送　新鮮で珍しい品種がズラリ

耕種資材部

宮城県本部

　
全
農
は
、貴
重
な
国
内
資
源
で
あ
る
段
ボ
ー
ル
古
紙
の
国
外
流
出

を
抑
制
し
、国
内
古
紙
循
環
の
仕
組
み
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

段
ボ
ー
ル
原
紙
・
段
ボ
ー
ル
箱
の
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
ル
ー
プ
・
リ
サ
イ

ク
ル
※
の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。営
農
・
技
術

セ
ン
タ
ー
で
も
新
た
な
試
験
を
始
め
ま
し
た
。

　
宮
城
県
本
部
と
全
農
東
北
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
3
月
11
、12
日
、J
A

お
き
な
わ
が
運
営
す
る 

う
ま
ん
ち
ゅ
市
場
で「
東
北
復
興
祭
〜
仙
台
い

ち
ご
フ
ェ
ア
〜
」を
初
開
催
し
、J
A
み
や
ぎ
亘
理
産
の「
も
う
い
っ
こ
」

と「
に
こ
に
こ
ベ
リ
ー
」を
販
売
し
ま
し
た
。

　
段
ボ
ー
ル
箱
は
、段
ボ
ー
ル
古

紙
を
主
原
料
と
し
て
製
造
さ
れ

ま
す
。日
本
で
は
古
紙
循
環
の
仕

組
み
が
確
立
し
て
い
る
た
め
回

収
率
が
95
%
以
上
と
高
く
、
リ

サ
イ
ク
ル
の
優
等
生
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。し
か
し
、昨
今
ネ
ッ

ト
通
販
な
ど
の
拡
大
に
よ
り
、国

外
で
の
製
紙
・
段
ボ
ー
ル
工
場

の
新
設
が
相
次
ぎ
、段
ボ
ー
ル
古

紙
の
国
外
流
出
が
増
加
し
、国
内

　
「
仙
台
い
ち
ご
」は
震
災
後
の

2
0
1
2
年
に
知
名
度
向
上
、

ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
品
質
向
上

効
果
へ
の
期
待
、
宮
城
の
風
土

に
合
っ
た
品
種
選
定
と
い
っ
た

目
的
に
よ
り
、
地
域
団
体
商
標

に
登
録
さ
れ
、
現
在
東
北
・
関

東
お
よ
び
北
海
道
を
中
心
に
流

通
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、㈱
A
N
A 

C
a
rg
o

の
協
力
に
よ
り
、
配
送
時
間
と

コ
ス
ト
を
圧
縮
で
き
る
航
空
便

を
活
用
し
て
沖
縄
県
で
初
め
て

段
ボ
ー
ル
古
紙
資
源
の
減
少
が

危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
全
農
は
2
0
2
2
年

2
月
か
ら
、J
A
全
農
青
果
セ

ン
タ
ー
㈱
か
ら
排
出
さ
れ
る
段

ボ
ー
ル
古
紙
が
国
内
製
紙
工
場

に
確
実
に
循
環
さ
れ
る
よ
う
、

新
た
に
排
出
先
・
数
量
を
認
識

す
る
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
ル
ー
プ
・

リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み
を
開

始
し
ま
し
た
。今
回
、同
様
の
取

り
組
み
を
、
年
間
5
0
0
試
験

区
以
上
の
段
ボ
ー
ル
原
紙
や
段

ボ
ー
ル
箱
の
試
験
を
実
施
す
る

営
農
・
技
術
セ
ン
タ
ー
で
も
開

始
し
ま
し
た
。

　
将
来
的
に
は
、
他
の
全
農
グ

ル
ー
プ
会
社
お
よ
び
J
A
グ

ル
ー
プ
に
も
拡
大
が
可
能
な
ス

キ
ー
ム
を
構
築
し
、
段
ボ
ー
ル

箱
の
安
定
供
給
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

「
仙
台
い
ち
ご
」の
販
売
が
実
現

し
ま
し
た
。

　
売
り
場
は「
産
地
直
送
」「
沖

縄
・
九
州
地
方
で
は
珍
し
い
品

種
」な
ど
の
魅
力
的
な
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
で
飾
り
、
前
日
に
出
荷

さ
れ
た
ば
か
り
の
新
鮮
な
イ
チ

ゴ
が
並
び
ま
し
た
。

　
買
い
物
客
か
ら
は「
初
め
て

み
た
品
種
」「
赤
く
て
粒
が
大
き

い
」な
ど
の
声
も
聞
か
れ
、2
日

間
で
1
2
0
0
パ
ッ
ク
が
完
売

し
ま
し
た
。今
後
も
航
空
便
を
活

用
し
、
東
北
産
品
の
販
路
拡
大

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

※「
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
ル
ー
プ
・
リ
サ
イ
ク
ル
」と
は
、

不
要
と
な
っ
た
製
品
を
同
じ
素
材
と
し
て
再
生

し
、限
定
さ
れ
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
内
で
同
等

の
製
品
に
戻
す
リ
サ
イ
ク
ル
方
法
で
す
。

大勢の買い物客でにぎわうイチゴ売り場

ズラリとならぶ「仙台いちご」

全農　クローズド・ループ・リサイクル　スキーム
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News!

News!

News!

東海 3 県のセブン-イレブンで「ぎふフェス」

秋田県立大学新入生を「食」で応援

東京・築地で親子招いて料理教室

岐阜県産農畜産物を使った限定商品６種を販売

県産「サキホコレ」使用のパックライス贈る

「おコメ食べて笑おう」プロジェクトで魅力発信

岐阜県本部

秋田県本部

米穀部

　

岐
阜
県
本
部
は
㈱
セ
ブ
ン

-

イ
レ
ブ

ン
・
ジ
ャ
パ
ン
と
連
携
し
、岐
阜
県
産
農

畜
産
物
を
使
用
し
た
限
定
商
品
の
販
売

を
３
月
下
旬
か
ら
岐
阜
・
愛
知
・
三
重

エ
リ
ア
の
セ
ブ
ン

-
イ
レ
ブ
ン
店
舗
で
開

始
し
ま
し
た
。

　
秋
田
県
本
部
は
秋
田
県
立
大
学
の
新

入
生
に「
食
」で
エ
ー
ル
を
贈
る
企
画
と

し
て
、4
月
6
日
、秋
田
市
内
で
行
わ
れ

た
入
学
式
で
県
産「
サ
キ
ホ
コ
レ
」を
使

用
し
た「
パ
ッ
ク
ラ
イ
ス
」と
、J
A
全

農
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品「
ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル 

秋
田
県
産
北
限
の
桃
グ
ミ
」を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
し
た
。

　
全
農
は
、「
お
コ
メ
食
べ
て
笑
お
う
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
連
携
企
画
と
し
て
、

N
P
O
法
人
築
地
食
の
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
、新
潟
県
と
共
催
で
、3
月
24
、25

日
に
東
京
・
築
地
で「
お
米
に
つ
い
て
楽

し
く
学
べ
る
親
子
料
理
教
室
in
築
地
」を

開
催
し
ま
し
た
。

　
岐
阜
県
と
同
社
は
地
産
地
消
の
推
進

や
生
産
者
を
応
援
す
る
取
り
組
み
と
し

て
2
0
0
8
年
か
ら
地
域
活
性
化
包
括

連
携
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は

「
ぎ
ふ
フ
ェ
ス
」と
題
し
て
限
定
商
品
６

種
を
用
意
し
、県
庁
で
新
商
品
の
お
披
露

目
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
県
本
部
が
一
部
原
材
料
の
県
産
農
畜

産
物
を
供
給
し
て
い
る
新
商
品「
岐
阜

県
産
ほ
う
れ
ん
草
と
ツ
ナ
の
胡ご

麻ま

マ
ヨ

和あ

え
」や
県
産「
清
流
美
ど
り
」を
使
っ

た「
鶏
ち
ゃ
ん
丼
」な
ど
を
試
食
し
た
雨

宮
功
治
県
農
政
部
長
は
、「
と
て
も
お
い

し
く
て
、家
の
帰
り
に
店
舗
に
寄
り
た
く

な
る
。
ぜ
ひ
岐
阜
県
産
農
畜
産
物
の
付

加
価
値
が
向

上
し
、
農
家

の
手
取
り
も

上
が
る
よ
う

頑
張
っ
て
ほ

し
い
」と
期

待
を
込
め
ま

し
た
。

　
県
外
か
ら
引
っ
越
し
て
き
た
人
、ひ
と

り
暮
ら
し
を
始
め
る
人
、実
家
か
ら
通
う

人
な
ど
同
大
学
の
新
入
生
に
、「
お
い
し

い
秋
田
米
を
食
べ
て
新
生
活
の
活
力
に

し
て
ほ
し
い
」と
い
う
思
い
を
込
め
て
実

施
し
ま
し
た
。

　
職
員
が「
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。サ
キ
ホ
コ
レ
を
食
べ
て
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
」

と
約
5
0
0

人
の
新
入
生

を
激
励
し
な

が
ら
配
布
し

ま
し
た
。
秋

田
で
の
学
生

生
活
が
秋
田

県
産
農
畜
産

物
で
よ
り
咲

き
誇
る
よ
う

に
応
援
し
て

い
き
ま
す
。

　
「
お
コ
メ
食
べ
て
笑
お
う
」プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、企
業
・
団
体
・
大
学
・
行
政
な

ど
が
業
界
・
業
種
の
垣
根
を
超
え
て
連

携
し
、持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
の
実
現

に
向
け
協
働
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　
料
理
教
室
に
は
2
日
間
で
10
組
25
人

の
親
子
が
参
加
。築
地
オ
リ
ジ
ナ
ル「
マ

グ
ロ
の
漬
け
丼
」作
り
を
通
じ
て
、米
の

品
種
や
お
い
し
い
ご
は
ん
の
炊
き
方
を

学
び
ま
し
た
。

　
全
農
は
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
を

通
じ
て
、日
本
人
の
文
化
・
食
生
活
に
不

可
欠
な
米
に
つ
い
て
楽
し
く
知
る
機
会

を
提
供
し
、米
の
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

岐阜県産農畜産物を使った新商
品６種をお披露目

料理教室で熱心に話を聞く参加者

プレゼントした「パックライ
ス」と「北限の桃グミ」

新入生を激励しながらプレゼン
トを配る職員

「おコメ食べて笑おう」
プロジェクトに
ついてはこちら
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News!

News!

JAにいがた岩船 ザルビオでDX推進

ニッポンの酪農を応援 練乳の需要創出へ

稲作での導入効果を検証し全国モデルとして発信

サンドイッチハウスメルヘンとのコラボ商品販売

耕種総合対策部

経営企画部・酪農部

　
全
農
は
、新
潟
県
の
J
A
に
い
が
た
岩
船
か
ら
栽
培
管
理
支
援
シ
ス

テ
ム「
ザ
ル
ビ
オ
Rフ
ィ
ー
ル
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」（
以
下
、ザ
ル
ビ
オ

と
い
う
）導
入
の
相
談
を
受
け
、ザ
ル
ビ
オ
の
販
売
元
で
あ
る
B
A
S
F

ジ
ャ
パ
ン
㈱
と
連
携
し
な
が
ら
管
内
へ
の
一
括
導
入
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
全
農
は
㈱
メ
ル
ヘ
ン
と
共
同
開
発
し
た
2
商
品
を
、4
月
14
日
か
ら

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
ハ
ウ
ス
メ
ル
ヘ
ン
全
28
店
舗
で
販
売
し
ま
し
た
。

　

同
J
A
は
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド

「
岩
船
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
」の
品
質

や
収
量
の
高
位
安
定
化
を
目
指

し
、
人
工
衛
星
デ
ー
タ
と
A
I

（
人
工
知
能
）解
析
を
も
と
に

日
々
の
生
育
む
ら
や
地
力
む
ら
、

病
害
予
測
な
ど
を
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ホ
で
確
認
で
き
る
ザ
ル
ビ

　

こ
の
商
品
は
、2
0
2
2
年

12
月
末
に
発
生
し
た
生
乳
の
需

給
緩
和
に
よ
る
余
乳
処
理
の
た

め
、
関
東
生
乳
販
連
が
委
託
し

製
造
し
た
練
乳
の
需
要
創
出
を

目
的
に
、
メ
ル
ヘ
ン
の
理
解
と

協
力
を
得
て
開
発
し
ま
し
た
。

　
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
ハ
ウ
ス
メ
ル

ヘ
ン
は
創
立
40
年
の
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
専
門
店
。
駅
ナ
カ
や
デ

オ
を
管
内
の
水
稲
栽
培
面
積
約

4
7
0
0
㌶
に
全
面
的
に
導
入

し
ま
し
た
。

　
導
入
ま
で
に
B
A
S
F
ジ
ャ

パ
ン
と
J
A
職
員
と
で
連
携
し

な
が
ら
J
A
の
営
農
指
導
の
実

態
や
課
題
を
細
か
く
確
認
し
、ザ

ル
ビ
オ
の
生
育
マ
ッ
プ
や
病
害

発
生
予
測
に
よ
る
営
農
指
導

業
務
の
効
率
化
や
資
材
提
案

の
機
会
創
出
な
ど
、「
岩
船

米
コ
シ
ヒ
カ
リ
」の
ブ
ラ
ン

ド
維
持
や
生
産
者
の
農
業
所

得
増
大
に
向
け
た
運
用
方
法

を
提
案
し
ま
し
た
。

　

同
J
A
の
2
0
2
3
年

度
水
稲
シ
ー
ズ
ン
の
運
用

を
通
し
て
、ザ
ル
ビ
オ
導
入

効
果
を
明
ら
か
に
し
、営
農

指
導
業
務
の
高
度
化
・
効

率
化
を
目
指
し
た
D
X
（
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）モ
デ
ル
と
し

て
全
国
に
発
信
し
て
い
き

ま
す
。

パ
地
下
の
店
内
厨
房
で
作
る
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
が
特
徴
で
す
。
今
回
の

商
品
は
砂
糖
の
代
わ
り
に
練
乳

で
甘
さ
を
加
え
た「
練
乳
い
ち

ご
生
ク
リ
ー
ム
」4
6
0
円（
税

抜
き
）と「
練
乳
い
ち
ご
み
か
ん

生
ク
リ
ー
ム
」4
6
0
円（
税
抜

き
）で
、6
月
下
旬
ま
で
の
販
売

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

商
品
に
添
付
し
た
2
次
元

コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
酪
農
部

運
営
の「
牛
乳
ト
リ
ビ
ア
ク
イ

ズ
」に
移
動
し
、ク
イ
ズ
方
式
で

酪
農
の
基
礎
知
識
を
楽
し
く
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。全
農
は
、

牛
乳
・
乳
製
品
の
需
要
創
造
と

消
費
者
へ
の「
酪
農
応
援
へ
の

取
り
組
み
」の
認
知
度
拡
大
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

ザ
ル
ビ
オ
を
操
作
す
る
J
A
に
い
が
た
岩
船
の

担
当
者

共
同
開
発
商
品
の「
練
乳
い
ち
ご
み
か
ん

生
ク
リ
ー
ム
」4
6
0
円（
税
抜
き
）（
左
）

と「
練
乳
い
ち
ご
生
ク
リ
ー
ム
」4
6
0
円

（
税
抜
き
）

酪
農
部
運
営
の

「
牛
乳
ト
リ
ビ
ア
ク
イ
ズ
」は
こ
ち
ら
か
ら
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　全農は、令和４年度ＪＡグループ農業機械検定の１級合格者４人、２級合格者４１人を新
たにＪＡグループ農機サービス士として認定しました。

　JAグループ農業機械検定は、JA農機担当者の経験年
数に応じた知識・技能の習得を目的として、実際の修理・
整備に必要な知識・技能や、メーカー固有の機構・新技術、
納品・安全指導など、より業務に密着した内容を試験に取
り入れて実施しています。
　4年度は1級41人、2級109人が受検し、学科試験と実
技試験の両方で合格基準に達した1級4人（合格率10％）、
2級41人（合格率38％）をJAグループ農機サービス士として
認定しました。JAグループ農業機械検定は、平成23年度
から実施しており、今回の合格者を含め、累計447人（1級
81人、2級366人）のサービス士が全国の農機センターで活
躍しています。
　この検定により、農機担当者のスキルアップを促し、農家
に信頼されるJAグループ農機事業の体制づくりに取り組ん
でいきます。令和5年度のJAグループ農業機械検定は、6
月公示、11月学科試験の予定です。

令和4年度

スキルアップで信頼される農機事業に活躍
ＪＡグループ農機サービス士　　    を認定45人

令和4年度 JAグループ農機サービス士
認定者一覧

検定に向けた１級の事前講習（電装パネル）

※所属は令和５年３月２２日認定日当時の記載

２級のトラクター実技試験

1級

2級

寺﨑　誠治
石川　翔太
伴　拓樹
川中　弘樹
酒井　茂則
伊藤　雄二
林　和宏
川口　和康
清水　貴大
福井　正樹
有廣　真斗
下満　弘貴
島﨑　洋幸
佐藤　哲也
松石　隆幸
瀬戸　敏博
田村　満
菅田　泰弘
吉田　亘
吉田　悟
三村　仁志
渡邊　朋宏
荻原　伸斗
島﨑　慎吾
伊賀　裕希
田口　裕嗣
島田　穣
松本　博樹
福井　聖
竹内　清貴
櫻井　啓輔
目黒　温樹
市川　昂紀
中田　秀正
廣元　諭
丸山　翔平
溝田　良史
宮本　康平
走出　昌典
井出　涼介
隈元　淳
網中　裕輔
神山美妙子
和田　拓晃
小谷野佳也

佐賀
岩手
滋賀
山口
岐阜
岐阜
岐阜
三重
三重
三重
広島
広島
佐賀
佐賀
佐賀
鹿児島
福島
福島
福島
栃木
栃木
栃木
群馬
東京
石川
滋賀
島根
島根
島根
島根
島根
島根
広島
広島
広島
山口
徳島
徳島
徳島
愛媛
本所
本所
本所
本所
本所

ＪＡさが
全農岩手県本部
全農滋賀県本部
全農山口農機事務所
ＪＡひがしみの
ＪＡひがしみの
ＪＡひがしみの
ＪＡ伊勢
ＪＡ伊勢
ＪＡ伊勢
ＪＡ広島中央
ＪＡ広島中央
ＪＡさが
ＪＡさが
ＪＡさが
ＪＡ鹿児島県経済連
全農福島県本部
全農福島県本部
全農福島県本部
全農栃木県本部
全農栃木県本部
全農栃木県本部
全農群馬県本部
全農東京都本部
全農石川県本部
全農滋賀県本部
全農島根農機事務所
全農島根農機事務所
全農島根農機事務所
全農島根農機事務所
全農島根農機事務所
全農島根農機事務所
㈱全農アグリサポート広島
㈱全農アグリサポート広島
㈱全農アグリサポート広島
全農山口農機事務所
全農徳島農機事務所
全農徳島農機事務所
全農徳島農機事務所
全農愛媛県本部
全農本所
全農本所
全農本所
全農本所
全農本所

氏名等級 県名 所属
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「
サ
グ
リ
」
は
圃
場
を
登
録
す

る
こ
と
で
、
そ
の
圃
場
の
土
壌

の
p
H
や
可
給
態
窒
素
、
陽
イ

オ
ン
交
換
容
量
（CEC

:Cation 
Exchange Capacity

）、
全
炭

素
の
４
項
目
に
つ
い
て
推
定
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
生
産
者
は
現

場
で
の
手
間
を
か
け
ず
に
、
い
つ

で
も
土
壌
を
分
析
で
き
る
こ
と
が

シ
ョ
ン
と
し
て
土
壌
分
析
が
で
き

る
「
サ
グ
リ
」
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
も
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で

管
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　「
ア
ク
タ
バ
」
は
耕
作
放
棄
地

を
探
す
こ
と
が
で
き
る
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、
主
に
行
政
向
け

に
展
開
し
て
い
ま
す
。
各
市
町
村

の
農
業
委
員
会
は
農
地
法
に
基

づ
き
、
毎
年
農
地
を
調
査
し
て
い

ま
す
。
耕
作
放
棄
地
か
否
か
、

今
ま
で
は
実
際
に
人
の
目
で
見
て

確
認
し
紙
の
台
帳
を
作
っ
て
管
理

し
て
い
ま
し
た
が
、「
ア
ク
タ
バ
」

を
使
う
こ
と
で
調
査
の
効
率
化

を
図
れ
た
り
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

　
例
え
ば
70
枚
の
圃
場
で
使
っ
て

い
る
と
い
う
生
産
者
も
い
れ
ば
、

数
枚
の
圃
場
か
ら
始
め
る
人
も
い

ま
す
。
法
人
や
個
人
、
規
模
な

ど
問
わ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
使

え
る
よ
う
に
設
計
し
て
い
ま
す
。

現
時
点
で
、
国
内
で
の
登
録
農

地
は
47
都
道
府
県
に
わ
た
り
ま

す
。

　
採
択
期
間
中
に
「
デ
タ
バ
」

と
「
サ
グ
リ
」
を
リ
リ
ー
ス
し

ま
し
た
。
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

全
国
へ
普
及
す
る
と
い
う
大
き

な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
そ
の
ユ
ー

ザ
ー
候
補
と
な
る
生
産
者
の
声

を
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
ク
レ
ン
や
全

農
石
川
県
本
部
と
の
実
証
試
験

で
、
腐
植
指
数
や
p
H
な
ど
の

精
度
、
石
灰
や
リ
ン
酸
、
腐
植

な
ど
の
有
効
性
が
確
認
で
き
た

こ
と
は
当
社
に
と
っ
て
大
き
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

特
徴
で
す
。
ま
た
、
時
間
の
変

化
に
沿
っ
て
生
育
状
況
を
確
認
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。「
サ
グ
リ
」

の
生
育
分
析
や
土
壌
分
析
か
ら

適
切
な
施
肥
設
計
を
行
え
る
の

で
、
肥
料
コ
ス
ト
高
騰
に
よ
る
経

費
削
減
や
環
境
に
配
慮
し
た
農

業
に
取
り
組
む
際
に
も
有
効
な

ツ
ー
ル
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
衛
星
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
デ
ー
タ
を
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

衛
星
デ
ー
タ
を
A
I
（
機
械
学

習
）
の
技
術
を
使
っ
て
解
析
す
る

こ
と
で
、
地
上
の
農
地
が
ど
の
よ

う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
か
を

予
測
し
て
い
ま
す
。
い
か
に
教
師

デ
ー
タ
（
機
械
学
習
に
利
用
す
る

地
上
の
現
場
の
デ
ー
タ
）
を
作
り

な
が
ら
向
上
さ
せ
る
か
と
い
う
の

が
重
要
で
、
そ
こ
が
当
社
の
強
み

で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
技
術
を
使
い
、
行
政
向
け

の
調
査
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
「
ア

ク
タ
バ
」「
デ
タ
バ
」、
生
産
者
や

営
農
指
導
員
向
け
の
ソ
リ
ュ
ー

│
三
つ
の
サ
ー
ビ
ス
に

　
　つ
い
て
特
徴
を

　
　教
え
て
く
だ
さ
い
。

で
管
理
し
た
り
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。

　
ま
た
「
デ
タ
バ
」
は
水
田
の
転

作
作
物
が
、
例
え
ば
麦
な
の
か
大

豆
な
の
か
野
菜
な
の
か
、
作
付
け

状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
生
産
者
か
ら
申
請
さ
れ
て
い

る
作
物
と
乖
離
が
あ
る
農
地
を

色
付
け
し
て
示
す
の
で
、
確
認
の

た
め
に
す
べ
て
の
圃
場
を
訪
問
す

る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
ち
ら

も
農
地
管
理
の
効
率
化
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て「
サ
グ
リ
」は
衛
星
デ
ー

タ
か
ら
作
物
の
生
育
状
況
や
土

壌
の
特
性
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
は
岐
阜
大
学
の
技

術
を
応
用
し
て
開
発
し
ま
し
た
。

従
来
の
土
壌
分
析
は
土
を
採
取

し
解
析
す
る
た
め
、
時
間
や
手

間
、
分
析
費
用
も
か
か
り
ま
す
。

A g Ve n t u r e  L a b発
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ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

衛
星
デ
ー
タ
を
Ａ
Ｉ
で
解
析
し

農
地
や
作
付
け
情
報
を
提
供

 

坪
井
俊
輔
さ
ん

サ
グ
リ
㈱
代
表
取
締
役
C
E
O

「サグリ」の圃場管理アプリケーションの例

　
ま
ず
は
当
社
の
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
使
っ
て
み
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
同
じ
く
衛
星
デ
ー
タ
と

A
I
を
活
用
し
た
栽
培
支
援
管

理
シ
ス
テ
ム
「
ザ
ル
ビ
オ
®
フ
ィ
ー

ル
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
と「
サ
グ
リ
」

の
連
携
を
実
証
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。「
ザ
ル
ビ
オ
」
は

作
物
の
生
育
状
況
や
病
害
・
雑

草
の
発
生
、
地
力
な
ど
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。「
サ
グ
リ
」

の
強
み
は
土
壌
分
析
が
で
き
る
点

な
の
で
、
双
方
の
強
み
を
生
か
し
、

生
産
者
の
営
農
を
よ
り
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
2
0
3
0
年
の
中
長
期
で
は

1
億
人
の
農
家
に
提
供
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
お
り
、
衛
星
で
あ

れ
ば
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
ハ
ー
ド
ル

に
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
国
で
誰
も
が
使
え
る

状
況
に
し
て
い
く
と
い
う
目
標
を

掲
げ
て
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
、

東
南
ア
ジ
ア
や
イ
ン
ド
、
ア
フ
リ

カ
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
で
も
サ
ー
ビ

ス
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
は
農
家
数
が
少
な
い
た

め
、
諸
外
国
に
比
べ
食
料
安
全
保

障
や
離
農
の
課
題
が
あ
っ
た
り
し

ま
す
が
、一
方
で
日
本
農
業
が
誇

る
ブ
ラ
ン
ド
力
や
お
い
し
さ
、
農

地
管
理
に
対
す
る
デ
ジ
タ
ル
技
術

で
は
非
常
に
先
進
的
な
部
分
も
あ

り
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
農
業
も
含
め
、

日
本
農
業
は
海
外
の
農
業
を
置

き
換
え
て
い
く
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
の
で
、
海
外
農

業
に
影
響
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
、

日
本
の
農
業
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
日

本
を
は
じ
め
、
世
界
で
農
業
が
持

続
さ
れ
る
環
境
を
作
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

│
事
業
に
つ
い
て

　
　教
え
て
く
だ
さ
い
。

│
J
A
グ
ル
ー
プ
と

　
　取
り
組
み
た
い
こ
と
は
？

│
今
後
の
展
開
を

　
　教
え
て
く
だ
さ
い
。

│
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
に

　
　参
画
し
て

　
　ど
う
で
し
た
か
。

サグリ㈱の
サイトはこちら

　
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
第
4
期
に
採
択
さ
れ

た
サ
グ
リ
株
式
会
社
は
岐
阜
大
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

で
、
衛
星
デ
ー
タ
と
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）を
活
用
し
て
農
業

課
題
を
解
決
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
代
表
取
締

役 
最
高
経
営
責
任
者
（
C
E
O
）の
坪
井
俊
輔
さ
ん
に
話

を
聞
き
ま
し
た
。

 

【
広
報
・
調
査
部
】

│「
サ
グ
リ
」の

　
　利
用
者
は
？

代表取締役CEOの坪井俊輔さん

行
政
向
け

「
ア
ク
タ
バ
」「
デ
タ
バ
」

生
産
者
・
指
導
員
支
援
に

「
サ
グ
リ
」

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の

シ
ス
テ
ム
と
連
携

「
ザ
ル
ビ
オ
」「
サ
グ
リ
」の

実
証
も

か
い  

り

ほ
じ
ょ
う

農
地
管
理
を
効
率
化
す
る「
ア
ク
タ
バ
」

作
付
け
状
況
の
確
認
に
役
立
つ「
デ
タ
バ
」
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「
サ
グ
リ
」
は
圃
場
を
登
録
す

る
こ
と
で
、
そ
の
圃
場
の
土
壌

の
p
H
や
可
給
態
窒
素
、
陽
イ

オ
ン
交
換
容
量
（CEC

:Cation 
Exchange Capacity

）、
全
炭

素
の
４
項
目
に
つ
い
て
推
定
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
生
産
者
は
現

場
で
の
手
間
を
か
け
ず
に
、
い
つ

で
も
土
壌
を
分
析
で
き
る
こ
と
が

シ
ョ
ン
と
し
て
土
壌
分
析
が
で
き

る
「
サ
グ
リ
」
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
も
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で

管
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　「
ア
ク
タ
バ
」
は
耕
作
放
棄
地

を
探
す
こ
と
が
で
き
る
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、
主
に
行
政
向
け

に
展
開
し
て
い
ま
す
。
各
市
町
村

の
農
業
委
員
会
は
農
地
法
に
基

づ
き
、
毎
年
農
地
を
調
査
し
て
い

ま
す
。
耕
作
放
棄
地
か
否
か
、

今
ま
で
は
実
際
に
人
の
目
で
見
て

確
認
し
紙
の
台
帳
を
作
っ
て
管
理

し
て
い
ま
し
た
が
、「
ア
ク
タ
バ
」

を
使
う
こ
と
で
調
査
の
効
率
化

を
図
れ
た
り
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

　
例
え
ば
70
枚
の
圃
場
で
使
っ
て

い
る
と
い
う
生
産
者
も
い
れ
ば
、

数
枚
の
圃
場
か
ら
始
め
る
人
も
い

ま
す
。
法
人
や
個
人
、
規
模
な

ど
問
わ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
使

え
る
よ
う
に
設
計
し
て
い
ま
す
。

現
時
点
で
、
国
内
で
の
登
録
農

地
は
47
都
道
府
県
に
わ
た
り
ま

す
。

　
採
択
期
間
中
に
「
デ
タ
バ
」

と
「
サ
グ
リ
」
を
リ
リ
ー
ス
し

ま
し
た
。
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

全
国
へ
普
及
す
る
と
い
う
大
き

な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
そ
の
ユ
ー

ザ
ー
候
補
と
な
る
生
産
者
の
声

を
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
ク
レ
ン
や
全

農
石
川
県
本
部
と
の
実
証
試
験

で
、
腐
植
指
数
や
p
H
な
ど
の

精
度
、
石
灰
や
リ
ン
酸
、
腐
植

な
ど
の
有
効
性
が
確
認
で
き
た

こ
と
は
当
社
に
と
っ
て
大
き
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

特
徴
で
す
。
ま
た
、
時
間
の
変

化
に
沿
っ
て
生
育
状
況
を
確
認
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。「
サ
グ
リ
」

の
生
育
分
析
や
土
壌
分
析
か
ら

適
切
な
施
肥
設
計
を
行
え
る
の

で
、
肥
料
コ
ス
ト
高
騰
に
よ
る
経

費
削
減
や
環
境
に
配
慮
し
た
農

業
に
取
り
組
む
際
に
も
有
効
な

ツ
ー
ル
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
衛
星
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
デ
ー
タ
を
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

衛
星
デ
ー
タ
を
A
I
（
機
械
学

習
）
の
技
術
を
使
っ
て
解
析
す
る

こ
と
で
、
地
上
の
農
地
が
ど
の
よ

う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
か
を

予
測
し
て
い
ま
す
。
い
か
に
教
師

デ
ー
タ
（
機
械
学
習
に
利
用
す
る

地
上
の
現
場
の
デ
ー
タ
）
を
作
り

な
が
ら
向
上
さ
せ
る
か
と
い
う
の

が
重
要
で
、
そ
こ
が
当
社
の
強
み

で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
技
術
を
使
い
、
行
政
向
け

の
調
査
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
「
ア

ク
タ
バ
」「
デ
タ
バ
」、
生
産
者
や

営
農
指
導
員
向
け
の
ソ
リ
ュ
ー

│
三
つ
の
サ
ー
ビ
ス
に

　
　つ
い
て
特
徴
を

　
　教
え
て
く
だ
さ
い
。

で
管
理
し
た
り
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。

　
ま
た
「
デ
タ
バ
」
は
水
田
の
転

作
作
物
が
、
例
え
ば
麦
な
の
か
大

豆
な
の
か
野
菜
な
の
か
、
作
付
け

状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
生
産
者
か
ら
申
請
さ
れ
て
い

る
作
物
と
乖
離
が
あ
る
農
地
を

色
付
け
し
て
示
す
の
で
、
確
認
の

た
め
に
す
べ
て
の
圃
場
を
訪
問
す

る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
ち
ら

も
農
地
管
理
の
効
率
化
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て「
サ
グ
リ
」は
衛
星
デ
ー

タ
か
ら
作
物
の
生
育
状
況
や
土

壌
の
特
性
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
は
岐
阜
大
学
の
技

術
を
応
用
し
て
開
発
し
ま
し
た
。

従
来
の
土
壌
分
析
は
土
を
採
取

し
解
析
す
る
た
め
、
時
間
や
手

間
、
分
析
費
用
も
か
か
り
ま
す
。
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ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

衛
星
デ
ー
タ
を
Ａ
Ｉ
で
解
析
し

農
地
や
作
付
け
情
報
を
提
供

 

坪
井
俊
輔
さ
ん

サ
グ
リ
㈱
代
表
取
締
役
C
E
O

「サグリ」の圃場管理アプリケーションの例

　
ま
ず
は
当
社
の
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
使
っ
て
み
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
同
じ
く
衛
星
デ
ー
タ
と

A
I
を
活
用
し
た
栽
培
支
援
管

理
シ
ス
テ
ム
「
ザ
ル
ビ
オ
®
フ
ィ
ー

ル
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
と「
サ
グ
リ
」

の
連
携
を
実
証
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。「
ザ
ル
ビ
オ
」
は

作
物
の
生
育
状
況
や
病
害
・
雑

草
の
発
生
、
地
力
な
ど
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。「
サ
グ
リ
」

の
強
み
は
土
壌
分
析
が
で
き
る
点

な
の
で
、
双
方
の
強
み
を
生
か
し
、

生
産
者
の
営
農
を
よ
り
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
2
0
3
0
年
の
中
長
期
で
は

1
億
人
の
農
家
に
提
供
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
お
り
、
衛
星
で
あ

れ
ば
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
ハ
ー
ド
ル

に
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
国
で
誰
も
が
使
え
る

状
況
に
し
て
い
く
と
い
う
目
標
を

掲
げ
て
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
、

東
南
ア
ジ
ア
や
イ
ン
ド
、
ア
フ
リ

カ
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
で
も
サ
ー
ビ

ス
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
は
農
家
数
が
少
な
い
た

め
、
諸
外
国
に
比
べ
食
料
安
全
保

障
や
離
農
の
課
題
が
あ
っ
た
り
し

ま
す
が
、一
方
で
日
本
農
業
が
誇

る
ブ
ラ
ン
ド
力
や
お
い
し
さ
、
農

地
管
理
に
対
す
る
デ
ジ
タ
ル
技
術

で
は
非
常
に
先
進
的
な
部
分
も
あ

り
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
農
業
も
含
め
、

日
本
農
業
は
海
外
の
農
業
を
置

き
換
え
て
い
く
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
の
で
、
海
外
農

業
に
影
響
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
、

日
本
の
農
業
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
日

本
を
は
じ
め
、
世
界
で
農
業
が
持

続
さ
れ
る
環
境
を
作
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

│
事
業
に
つ
い
て

　
　教
え
て
く
だ
さ
い
。

│
J
A
グ
ル
ー
プ
と

　
　取
り
組
み
た
い
こ
と
は
？

│
今
後
の
展
開
を

　
　教
え
て
く
だ
さ
い
。

│
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
に

　
　参
画
し
て

　
　ど
う
で
し
た
か
。

サグリ㈱の
サイトはこちら

　
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
第
4
期
に
採
択
さ
れ

た
サ
グ
リ
株
式
会
社
は
岐
阜
大
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

で
、
衛
星
デ
ー
タ
と
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）を
活
用
し
て
農
業

課
題
を
解
決
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
代
表
取
締

役 

最
高
経
営
責
任
者
（
C
E
O
）の
坪
井
俊
輔
さ
ん
に
話

を
聞
き
ま
し
た
。

 

【
広
報
・
調
査
部
】

│「
サ
グ
リ
」の

　
　利
用
者
は
？

代表取締役CEOの坪井俊輔さん

行
政
向
け

「
ア
ク
タ
バ
」「
デ
タ
バ
」

生
産
者
・
指
導
員
支
援
に

「
サ
グ
リ
」

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の

シ
ス
テ
ム
と
連
携

「
ザ
ル
ビ
オ
」「
サ
グ
リ
」の

実
証
も

か
い  

り

ほ
じ
ょ
う

農
地
管
理
を
効
率
化
す
る「
ア
ク
タ
バ
」

作
付
け
状
況
の
確
認
に
役
立
つ「
デ
タ
バ
」
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JA全農ちば  愛情いちばん館

　「ながいき玉ねぎ」は、千葉県九十九里の温暖な気候の
下、砂地で栽培している早出しタマネギです。タマネギは1
年中食べることができる野菜の一つですが、4月から5月ご
ろまでは新タマネギと呼ばれるみずみずしく柔らかいもの
が出回ります。
　この時期にしか味わうことができない新鮮な新タマネギ
は、辛みが少なく甘みが強いのでサラダなど生食がお薦
め。スライスしたら水にさらさず、しばらくそのまま置いてお
召し上がりください。もちろん火を通して調理してもおいしく
食べることができます。 JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com

お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

JA長生  ながいき玉ねぎ10㎏（L～2L）20～38玉
……4300円（税込み）

JA全農の産地直送通販サイト

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局） 毎週木曜日23：00～23：06
全農の食の応援団「虹のコンキスタドール」が農業部の部員となり
食と農の魅力を発信します！

三重県産「コシヒカリ」贈呈

　三重県本部は４月２日に開催されたＪＡＰＡＮゴルフツアー開幕戦
「東建ホームメイトカップ2023」で優勝した今平周吾選手に、副賞とし
て三重県産「コシヒカリ」600㌔を贈呈しました。　 　  【三重県本部】

　４年ぶりに有観客となった今大会は、トッププロら132選手が出場し、３月３０日から４月２日
に桑名市多度町の東建多度カントリークラブ・名古屋で予選・決勝ラウンドが行われました。
　大会最終日に行われた表彰式で、見事優勝に輝いた今平選手に県本部の谷口俊二運営委
員会会長が目録に代えて米俵を手渡しました。
　県本部の県産米贈呈は１７回目。全国から注目される大会で、会場やメディアを通じて三重県
産米を広くＰＲし、認知度向上と消費拡大につなげていきたいと考えています。

　全農インターナショナル香港㈱は、香港の学校給食向けに日本産米の供給を
開始しました。併せて日本産米への理解促進・食育を目的として、香港内の中学
校で出前授業も実施しました。　　　　　　　　　　　　　 【輸出対策部】

　香港では、日本産米の輸出量が年々拡大していますが、多くは外食向けに消費され
ています。今回新たな需要拡大を目的として、香港の小中学校30校に給食用の日本産
米を供給しました。期間は2023年2月から約2カ月間で、約20㌧が消費されました。
　また、合わせて日本産米の理解促進・食育を目的として、香港の中学校で出前授業
も実施しました。JA新潟かがやきの協力のもと米が育つまでの様子の説明や、卵などの
日本の食材を用いたおむすび作りに挑戦してもらいました。ハート形や星形のおむすび
を作る生徒もいて、楽しく日本産米の魅力を学びました。

今
平
選
手
に
米
俵
を
手
渡
す
谷
口
会
長

会
場
に
設
置
さ
れ
た
副
賞
看
板

男子ゴルフツアー開幕戦の副賞として600㌔

優勝選手に

中学校で出前授業
需要拡大へ理解促進・食育も

お
む
す
び
作
り
に
挑
戦
す
る
生
徒

米が育つまでを説明した出前授業

香港の学校給食に日本産米を供給

休刊のお知らせ
5月８日号、１５日号は休刊いたします。
次号は５月２２日号です。

【おわび】4月24日号表紙・6面の桑田義文
専務の役職は「専務理事」ではなく「代表理
事専務」でした。３面で「美濃姫」とあるのは
「美濃娘」でした。 8


